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要 旨 国立病院機構長崎医療センター（当院）は，長崎県のほぼ中央に位置する大村市に
1942年海軍病院として発足した．現在の病床数は643床で長崎県央地区医療圏の 3 次

救急医療施設であり，高度救命救急センターや災害拠点病院などの救急医療に特化した病院であ
る．一方，高度総合医療施設として，地域医療施設との連携をはじめ，卒後医学教育拠点病院と
しての役割も担っている．

小児科は一般部門と新生児部門に分かれ，一般病棟はHCU 3 床を含む28床，新生児病棟は
NICU 9 床，GCU 21床で運営している．スタッフは常勤医師10名，レジデント 3 名前後，非常勤
医師 7 名，診療看護師（JNP） 1 名である．年間の入院数は一般病棟で年間1,300名前後，新生児
で200名前後であったが，いずれもCOVID-19の流行後は減少傾向にある．外来患者数は年間
14,000名前後で推移し，COVID-19流行後も大きな変化はなかった．当院小児科の連携方針は病
院全体の方針を遵守する形で，24時間365日体制で紹介患者を断らないことに留意している．一
方，地域の基幹病院として，地域での学会，勉強会，夜間センター運営などに積極的にかかわる
ことも意識している．行政や教育機関との連携は当院の機能を最大限に利用することを留意し，
主に連携室経由でさまざまな部門に参加してもらいながら情報共有を行っている．当院が関与し
ている独自の地域連携としては長崎県てんかん診療連携ネットワークとあじさいネットがある．
長崎県てんかん診療連携ネットワークはてんかん患者の医療だけではなく多様なライフステージ
に沿った支援を目的としている．あじさいネットはITを利用した医療情報共有を目指している．
COVID-19感染拡大を受け，当院が重視してきた「顔の見える関係」が築きにくい状況であるが，
さまざまな制約の中でできることを地道に行う必要がある．
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